












　我が国における小児科医の現況について、諸外国へのアンケート調査結果から比較検討

を行った。医師全体に占める女性の割合は 12.7%であり今後も増加が予想されることから、

マンパワーの確保のためにも女性医師の働きやすい環境整備が望まれる。また、日米間の

小児科専門医研修制度の比較から考え、我が国でも思春期医学の充実を図るために対象患

者年齢の引き上げを行い、中高生を一貫して全人的に評価を行えるような医療体制を確立

する必要ある。


